
 

平成 30年 11月 26日 

島根県立大学 国際交流ｾﾝﾀｰ 

担当：国際交流課 雪吹（ゆぶき） 

TEL：0855-25-9063 

 

外務省事業 平成 30年度カケハシ・プロジェクト 

壮行式を開催します 

日本政府（外務省）が推進する対日理解促進交流プログラムの一環で北米地域を対象に実施する

交流事業「カケハシ・プロジェクト」に島根県立大学が採択されました。本学の選抜された学生 11

名がハワイで日本文化（島根の文化）を伝え、国際社会における対日イメージの向上や日本への関

心を増進することを目的に活動をおこないます。 

 

1. 壮行式 

 日程：平成 30年 11月 28日（水）16:00～16:20 

 場所：島根県立大学浜田キャンパス 本部棟 2階 特別応接室 

 内容：学生の決意表明・学長激励の言葉・懇談・写真撮影 

 

＜参考＞ 

1. 概要 

 派遣先 ：ハワイ ※山形大学との合同実施 

 派遣期間：平成 30年 12月 9日（日）～12月 16日（日） 

 派遣学生：11名（浜田キャンパス 8名・出雲キャンパス 3名） 

 引率教員：ヘネベリー・スティーヴン准教授 

2. 現地活動 

現地では、現地大学生向けに、プレゼンテーションとパフォーマンスをおこないます。 

 プレゼンテーション１ 「石見神楽：進化し続ける伝統芸能」 

 プレゼンテーション２ 「小泉八雲の怪談が開く『心の扉』」 

 プレゼンテーション３ 「『愛してる』を方言で言ってみよう!」 

 パフォーマンス１「耳なし芳一」 

 パフォーマンス２ 「飴を買う女」 

 パフォーマンス３ 空手「カンクウダイ」 

 

3. 当事業の趣旨（カケハシプロジェクト募集要項より抜粋） 

■概要 

対日理解促進交流プログラムは、日本政府（外務省）が推進する事業であり、日本とアジア大洋州、北米、欧州、中

南米の各国・地域との間で、対外発信力を有し、将来を担う人材を招へい・派遣するものです。 

カケハシ・プロジェクト （KAKEHASHI Project）は、「対日理解促進交流プログラム」のうち北米地域を対象とした交

流事業です。米国派遣事業では 1 年間でおよそ 350 人規模の将来を担う人材（高校生・大学生・大学院生等）を原則

として 8日間程度派遣します。 

■目的 

日本と米国との間で、対外発信力を有し、かつ将来を担う人材を派遣し、政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政

策等に関する対日理解の促進を図るとともに、親日派・知日派を発掘し、また、日本の外交姿勢や魅力等について、

本事業参加者から積極的に発信してもらうことで対外発信を強化し、我が国の外交基盤を拡充することを目的として

います。 


